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   1. Changes in urinary white cell excretion rateper hour following intramuscular injec-
tion of  iron-sorbitol-citric-acid (Jectofer) showed a good accordance with increase in bac-
terial counts of quantitative bacterial culture. For this reason, the test of Jectofer injec-
tion for diagnosis of pyelonephritis  is thought o be useful method. 
   2. Cases having urinary white cell excretion rate is more than 400,000 per hour should 
be put on medical care. 
   3. In pyelonephritis, a deficiency of concentrating ability is the characteristic finding 
and it remains longer than the time of normalization of the results in quantitative bac-
terial culture and Jectofer test. 
   4. Hypertension is not seen as far as tubular deficiency is limited at distal tubule. 
   5. Criteria of healed state of pyelonephritis is reviewed.
不定の症状を伴い且つレン トゲン的に腎孟像
に変化が認められる段階の慢性腎孟腎炎は日常
















も病 因的に意味が あるものの存 在す る事 を指摘
し,上 述 の如 ぎ一律 の解釈を戒 しめ てい る.
2)炎症 を誘 発 す る 試 験 と し てPyrogen
(PearsandHoughton,1959),及びPredonis-
010nePhosphate(LittleanddeWardener,
1962)等の静 注の前 後 で尿中白血球排泄 を比較
す る方法 があ るが,こ れ らの方 法は発熱等の副
作用 や炎症 の一時 的増悪が起 り得 る.
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3)腎機能検査では従 来多尿 と尿の濃縮力 の
低下が指摘 されてい る(阿 部裕,杉 田実1961)
が濃縮 力低 下には正確 な数量 的表現 がない.
最近BriggsandKennedy(1963)は糸球体
か ら排泄 され る 鉄 剤Iron-sorbito1-citric-acid
(Jectofer)が腎孟腎炎 の際 の尿 中白血球数 を増
加 させ る事及 び これが最 も危険 な く簡単に行 え
る誘発試験 である事 を報告 した.
上述 の諸点 につい て検討す る目的で我 々は以
下 の検査を行い,十 分 外来 的診療 に役に立つ結



















BriggsandKennedyの原 法 に よれ ばIron-so「b一
ita1-citric-acid(Jectofer以下Jectoferとす る)は
25mgを 筋 注 し,成 績 陰性 の場 合 に更 に100mgを 追
加 して い るが,我 々は 最 初 か らJectofer100mgを用
い た.こ れ はJectofer1アン プ1;・1ccに相 当す る.
(1)先ずJectofer筋注 前3時 間蓄 尿 の上1時 間 当 り
の 白血 球 数 を 算 定 した.(2)次 にJectofer100mg
筋 注,(3)Jectofer筋注 後3時 間 蓄 尿 しそ の後1時
間 当 りの 白血 球 数 を 算 定す る.
(3)白血 球数 の 算定,尿 中 白血 球 数 算定 の 方 法に
はAddis(1925)の 方 法 が あ るが,Hougtonand
Pears(1957)はこ の方 法 が 相 当 不 正 確で あ る ことを
指 摘 して い る が,我 々 は 日常 慣 れ て い るた めに 白血球
の 算 定 にAddisの 方法 を採 用 し た.参 考 ま で に
HougtonandPears(1957)の方 法 を挙 げ る と次の
如 くで あ る,
尿 は数 滴 の氷 酷 酸 を 入 れ て 燐 酸塩 を 溶か し,1(lecを
5分 間2,000回転 で 遠 沈 し,こ の 遠 沈 尿 を9ccを 捨 て
ユccをPasteurPipettでよ く撹 絆 し,Fachs・Rosen-
thalcountingchamber2cm2で数 え る.結 果 は以








































































1 24♀ 37 16 5.8 100,000 522,000 腰痛 頻尿 残尿感
定 2 583 37 790 0.9 81,000 540,000 頻尿 残尿感
量




4 31孚 10 341 4.9 1,173,620,00043,660,000腰痛 高熱 頻尿残尿感
以 5 35♀ 23.5 92 6.6 3,600,000 9,300,00Q腰痛
上
の 6 68♀ 13 360 0.5 3,240,000 55,680,000高血圧
群
平 均 294 4.O
対照 健康人6





































































(1)Jectofer負荷前 の尿中 白血球数 の多 い事
とそのよ うな症例 では負荷後に尿中 白血球数 が
増加す る事が尿中細菌 の定量培養 で菌数が増加
している事 と 一致す る 事 を 知 つたが,こ の事
はJectoferによる 誘発試験が 十分 実 用的 に













あるが,こ れは正 しくない.何 故ならば強拡大
視野下での白血球数 と1時間当 りの尿中白血球
数はしばしば一致せず,強 拡大視野で僅か1～5
の白血球数 のみを 認める ものの中 にも尿中白
血球1時 間数の異常に高いものがある事が知ら
れている(Little,1962).したがつてJectofer














の群で1例Jectofer負荷試験陰性 で あ つ た






の場合には改めて検査の必要はない わ け で あ
る.
(4)次に1時間当 り尿中白血球数が負荷前後
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